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はじめに

パナソニックの新しいAG-HVX200カメラは、ハンディタイプのHDカメラとして初めて、P2カード
によるテープレスのレコーディングプロセスを実現しました。Final Cut Proを使う映像制作者に
とって、テープレス環境での作業は、ポストプロダクションのプロセスに、革新的な柔軟性とスピー
ドをもたらすでしょう。HVX200は、DVCPRO HD VariCamシリーズや、DVX100シリーズなど、
パナソニックの数々の実績あるカメラの後継として開発されました。これらのカメラシリーズでの作
業経験をお持ちであれば、HVX200の撮影モードやフォーマットは、馴染み深いものとして使いこ
なすことができるでしょう。HVX200は1080の24p撮影も行うことができ、従来型のカメラを上回
る機能を提供します。

アップルのFinal Cut Proデジタルビデオ編集アプリケーションのバージョン5.0.4は、HVX200の
撮影モードのほとんどの標準サポートを提供します。また、他のモードについても、今後、開発し、
対応していく予定です。バージョン5.0.4ではすべてのモードに対応しているわけではないので、素
材のキャプチャ方法のうち、いくつかは追加のP2デバイスを必要とすることがあります。従って、各
撮影モードについて、使用できる方法を制作に入る前に確認しておく必要があります。

この文書は、P2テープレス編集ワークフローに含まれる新しい専門用語と作業手順について説明
することから始まります。現在サポートするHVX200の撮影モードの表が掲載されていますので、
制作作業において、現状のFinal Cut Proと共に用いるのに最適なオプションを選択するのに役立
つでしょう。また最後に、ステップバイステップのチュートリアルにより、Final Cut Proプロジェク
トにおけるP2テクノロジーを使用したプロセス全体を把握することができるでしょう。

メモ：AG-HVX200 HDカメラおよびPanasonic P2の製品と制作ワークフローについて、より詳し
くは、http://panasonic.biz/sav/p2/index-j.htmlを参照してください。
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P2カードと 
カード読み取りデバイス

Final Cut Proは2005年春に発表したFinal Cut Pro 5.0から、P2カードをサポートしてきまし
た。P2カードは、制作ワークフローの柔軟性を向上させるためにPanasonicが開発した、新しいソ
リッドステートなレコーディングメディアであり、大量のビデオと音声のデータをMXFフォーマット
のファイルとして保存することが可能です。このカメラは4GBと8GB、2種類のサイズのP2カードを
用いることができます。各P2カードに記録可能な録画時間は、カメラの撮影モードに依存します。
より詳しい情報については、http://panasonic.biz/sav/p2/hvx200/index.htmlを参照してく
ださい。

P2カード読み取りのオプションとしては、以下のような種類があります：

• P2カードスロット　AG-HVX200カメラに搭載。

• P2カードリーダー　最大5枚のカードをマウント可能。データ通信用にUSB2.0またはFireWire800
（AJ-PCD20の場合）を使用。

 

• CardBus（32ビット）あるいはPCカード（16ビット）スロット　適合するPanasonicのドライバーを
使用してP2カードを読み込み。
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• P2 Store外部ハードドライブ　P2カードスロット１つと60GBのハードディスクドライブを内蔵し、
現場でメディアをオフロードすることでカードを再利用することが可能。また、USB2.0で接続する
ことが可能。

P2 Storeハードディスクユニット

P2デバイスにはリアルタイムで読み込みできるものと、より高速に、あるいはより低速に読み込む
ものがあり、P2カード上の素材のタイプと、各デバイスの転送レートおよびストレージのレートに
依存します。Panasonicは、PowerBook G4のCardBus用のドライバーも提供しています。P2
カードドライバのダウンロードはhttps://eww.pavc.panasonic.co.jp/pro-av/support/cs/
csregistp2m/jp2mainを参照してください。

P2カードテクノロジーに加えて、HVX200の内蔵テープドライブを用いれば、DV25 MiniDVテープ
へと録画することも可能です。このプロセスを選択する場合には、基本的なFinal Cut Proのログ
＆キャプチャのオプションに従って作業します。
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キャプチャ vs. インジェスト

素材をテープソース（DV、SD、HD）からアップルのFireWire経由、あるいは他社製のキャプチャ
カード経由でキャプチャするのが、Final Cut Proへと素材を入力する際の標準的な方法です。
Panasonic HVX200カメラは素材をP2カードへとデジタルファイルの形式で記録します。素材を
P2カードから再生して、ビデオテープと同じようにキャプチャすることも、ハードドライブやストレー
ジデバイスからファイルをコピーするのと同じように、素材を転送してインジェストすることもでき
ます。最新のHVX200とFinal Cut Proのワークフローでは、いくつかのフォーマットについては
キャプチャする方法を、それ以外についてはインジェストする方法が推奨されています。P2カードか
ら素材を読み出す方法としては、次のようなものがあります：

• FireWire経由でのログ＆キャプチャ。カメラとP2カードを、VTRとテープとして使用する（MCR/
VCRモード）。

• P2カードからFireWire経由でインジェストまたはコピー。カメラをP2カードリーダーとして使用
（PC/Dubモード）。

• P2カードからインジェストあるいはコピー。外付けのP2カードリーダーあるいはP2 storeを使用
（USB 2.0経由）。

• P2カードからインジェストあるいはコピー。PowerBookのCardBusスロットを使用。
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撮影モードとフォーマット

HVX200はPanasonicのAJ-HDC27 VariCamと深いつながりがあり、720pでの可変スピード録
画を実現するPanasonicの2台目のカメラとなります。既存のカメララインナップの延長線上で開
発されているので、DV、DVCPRO、DVCPRO50、DVCPRO HDなどのビデオフォーマットは同様
になっています。また、新しいコーデックも不要なので、使い慣れたシーケンスプリセットオプショ
ンをFinal Cut Proで使用することができます。これについては後半でより詳しい説明を掲載してい
ます。撮影モードについてもVariCamと同様ですが、HVX200ではより幅広い方法で撮影できるよ
うになりました。解像度を1080、720、480から選択して、秒24コマ（24fps）、30fps、60fpsで撮
影することができます。さらに、インターレースとプログレッシブからスキャン方法を選択可能。

HVX200では非圧縮16ビット音声4チャンネルを、選択したフォーマットで記録することができます。

撮影モードには以下のものが含まれます：

• 1080/60i, 1080/30p, 1080/24p

• 720/60p, 720/30p, 720/30pn, 720/24p, 720/24pn

• 480/60i, 480/30p, 480/24p

• 720pモードにおける可変フレームレート: 12fpsから60fps

• 720pnモードにおける可変フレームレート: 12fps から60fps (可変フレームレートモードでは、音
声の録音は不可)

メモ：NTSC HVX200カメラは、常にNTSC規格に従ったフレームレート、例えば24p = 23.98p、
30p = 29.97p、60p = 59.94p、60i = 59.94iとして記録されます。

上記の撮影モードの最後に記載した720pnは、新しいネイティブモードです。このモードでは、撮
像されたトゥルーフレームのみがP2カードに記録されます。P2カードはビデオテープのフレーム
レートに制約を受けることがないため、各フレームをプルダウンパターンなしに記録することができ
ます。このモードを利用することで、P2カードへの記録可能時間をより長くすることが可能です

当然のことながら、撮影および編集時に選択すべきフォーマットは、プロジェクトの完成時に提供
する必要のあるフォーマットに大きく依存します。NTSCの29.97fpsを提供するべきならば、編集時
にフレームを追加したり削除したりする必要がないように、30pあるいは60（30の整数倍）pで撮
影することになるでしょう。同様に24fpsのD5で作品を完成させる場合には、すべてを24fpsで撮
影することになります。
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プルダウン方式

1080あるいは480プログレッシブモードで撮影する場合、カメラは60フィールドあるいは、60iをプ
ルダウンパターンを用いて記録します。HVX200では、プルダウンのパターンを2種類から選ぶこと
が可能です。1つは標準3:2（または2:3）プルダウン方式で、これにより24pの素材をビデオ信号の
60フィールドに変換することができます。このプロセスにおいて、プログレッシブの最初の1フレー
ムはインターレースされた2つのフィールドに、次のフレームは3つのフィールドに、さらに次のフ
レームは2つのフィールドに、その次は3つのフィールドに、と続く形で記録されます。このプロセス
は2つのフィールド不一致なフレームを生成し、これをFinal Cut ProではCinema Toolsを用いて
完全なフレームを合成します。この方式は、Final Cut Proにおいて現在最も標準的な方法です。

フィールド1 A B B C D

フィールド2 A B C D D

標準3:2プルダウンパターン

Panasonicの新しいアドバンスドプルダウンモードは、後ろに “a”の文字をつけることで識別され
（例えば1080pa）、プルダウンの並び方は2:3:3:2となります。プログレッシブの1フレームは2つの
フィールドへと変換され、次は3フィールドに、その次も3フィールドに、そして次は2フィールドに、と
なります。この方式は、フィールドの混ざり合ったフレームを1つしか生成しません。Final Cut Pro
は素材と一緒に記録されたメタデータを読み取って、混ざったフレームである3番目のフレームを識
別して除去します。 

フィールド1 A B B C D

フィールド2 A B C C D

新しい2:3:3:2のアドバンスドプルダウンパターン

推奨するキャプチャとインジェストのオプション

以下の表は、各撮影モードに対して、推奨するキャプチャおよびインジェストのオプションを示して
います。“a”の文字はアドバンスドプルダウン方式を表し、“n”の文字はネイティブ720p記録プロセ
スを表しています。

Panasonic	AG-HVX200用
すべてのフォーマットは NTSC

HVX200フォーマット	 インジェスト	 インジェストの内容	 キャプチャ	 キャプチャ内容

480i 60/480p 30 可  30 または 60 fps 可 30または60fps

480p 24 可 30fps (29.97)* 可  30fps(29.97）

480pa 24 可 30fps* 推奨 24fps

720p 60 可 60fps 可 60fps

720p 24/30 可 60fps 可 24または30fps

720pn 24/30 可 24または30fps 不可 カメラ出力なし

720p [x] (variable) 可 60fps 可 60fps

720pn [x] (variable) 可 24pnまたは30pn 不可 現時点では非サポート 
  素材の再生速度  
  は早回しまたは遅回し

1080i 60/1080p 30 可 どちらでも可 可 どちらでも可

1080p 24 不可 現時点では非サポート 不可 現時点では非サポート

1080pa 24 不可 現時点では非サポート 不可 現時点では非サポート

*  480pa 24 は、Cinema Toolsを使用せずにフレームの除去が可能なアドバンスドプルダウンを
使用。
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P2素材での作業

HVX200を用いたテープレス撮影のアプローチは、数多くの魅力的な可能性を編集ワークフローに
もたらします。撮影してキャプチャやインジェストを行い、編集するというアプローチが、これまで
の典型的なNLE（ノンリニア編集）プロセスでした。しかし、P2カードとカードリーダーを使用すれ
ば、撮影から編集への流れをP2カードをオフロードしてドライブに挿すだけでスムーズにつなげる
ことができ、同時に別のP2カードで撮影を続けることが可能です。さらに、P2カードをラップトップ
コンピュータに直接挿して内容を取り込み、時間のかかるキャプチャ作業なしに、編集をそのまま
始めることもできます。 

こうした利点は、膨大な時間の節約になると共に、このカメラを使用する人々に対して、制作とポス
トプロダクションの新たな可能性を見せることでしょう。それと同時に、成功するプロジェクトを創
り出すためには、Final Cut Proにおいて最適な作業手順を選択することが重要であることにも留
意してください。

このセクションにおけるHow toのステップは、次の章に分かれています：

• HVX200からのクリップのオフロード

• P2素材用のログ＆キャプチャの使用

• イージーセットアップの選択

• P2素材の編集

• P2プロジェクトの出力

• ワークフローのヒント

• よくある質問

HVX200からのクリップのオフロード

P2カードから素材を取り出す方法の1つは、HVX200をFireWireデバイスとして用いることです。こ
の場合には、カメラとコンピュータをFireWireケーブル（4ピンと6ピン）で接続し、PC/Dubモード
で、コンピュータあるいは外部FireWireデバイスへと素材を転送、コピーします。
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メモ: カメラ内のP2カードから、Final Cut Proへとクリップをインポートすることもできます。手順
については、「P2素材のFinal Cut Proへのインポート」の章を参照してください。

HVX200をFireWireデバイスとして使用して、素材をオフロードする手順は以下のようになります：

 1 カメラとコンピュータをFireWireケーブルで接続し、カメラの電源をオンにする。 

 2 カメラモードでメニューボタンを押し、9番のその他の機能を表示させ、さらにボタンを押して各オプ 
　ションを表示させる 

 3 PCモードオプションを表示させ、Setボタンを押し、1394デバイスを選択する。メニューモードを終 
　 了する。

 4 カメラの背面のメディアスイッチがP2にセットされていることを確認する。モードボタンを押して、 
　 カメラをMCR/VCRモードに切り替える。ビューアにはクリップのサムネイルが表示される。モード 
　 ボタンをPC/Dubモードライトが点灯するまで数秒間長押しする。

PC/DubモードでFireWire経由で接続されると、カメラのビューファインダーには次のような表示
が出ます：

• 1394デバイス

• 1394デバイス取り外し 

• 1394デバイス接続

	5 コンピュータのデスクトップにカメラがドライブとして表示されます。2枚のP2カードがカメラにセッ 
　トされている場合には、アイコンが2つ表示されます。

 6 P2カードの内容をコピーするには、デスクトップやハードドライブ内の特定の場所、FireWireドライ 
　ブなどに、まず空のフォルダを作成します。その後Optionキーを押しながらP2カードをフォルダへ 
　ドラッグします。

メモ：PC/Dubモードでは、Final Cut ProはカメラをFireWireドライブとして認識します。PC/
Dubモードを抜けるには、他のFireWireデバイスと同様に、P2アイコンをデスクトップからイジェク
トあるいは削除して、カメラの電源をオフします。 

P2素材のFinal Cut Proへのインポート

P2カードリーダーやラップトップ搭載のPCMCIA CardBusスロット、あるいはHVX200カメラ自
体を使って、P2カードから直接Final Cut Proへと素材をインポートすることができます。さらに、
ハードドライブへとオフロードされたP2カードイメージからも素材をインポート可能です。Final 
Cut Proは、P2カードをボリュームとして認識し、カードへのパスも認識します。P2クリップをイン
ポートするプロセスは、標準的なインポートの手順と似ていますが、いくつか重要な相違点もあり
ます。例えば、P2素材のインポートにおいては、実際にP2カードからキャプチャスクラッチフォルダ
へとメディアがコピーされ、Final Cut Proでの編集を可能にするためにQuickTimeラッパーが適
用されます。

 1 P2カードをラップトップのPCMCIAスロットに挿入するか、前章のステップ1から４を実行してカメラ 
　 をFireWire経由で接続する。

メモ：P2カードリーダーをUSB2.0を使って接続することもできます。P2カードが書き込み保護さ
れており、読み取り専用モードになっていることを確認してください。

  

ヒント：PowerBookコンピュータのPCスロット
内にあるP2カードは、名前を変更することが可
能です。
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	2 Final Cut Proでメニューからファイル＞読み込み＞Panasonic P2を選択する。

読み込み＞Panasonic P2を選択すると、インポートPanasonic P2ブラウザウィンドウが表示さ
れます。P2リールネームを入力し、ソースを選択するか素材の場所を指定します。

Final Cut Proが、ラップトップのPCスロットやカードリーダー、あるいは接続したカメラ上にP2
カードを検出すると、そのパスとカード内のP2クリップが、ウィンドウのクリップエリアに表示され
ます。

 3 リール名フィールドに、Final Cut ProでこのP2クリップのセットを参照するために使用したいリール 
　 名あるいはナンバーを入力します。

 4 P2カードが1枚以上コンピュータに接続されている場合、ボリューム/パスポップアップウィンドウを 
　 クリックして、適切なボリュームまたはP2カードを選択します。

ヒント：大量のP2素材をインポートするときに
は、このオプションをボタンに割り当てて、ブラ

ウザのボタンバーに配置することで、より快適に

アクセスすることができます。
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  ボリュームを選択すると、ボリューム内のクリップが、ウィンドウのクリップのところに表示されます。

 5 もしもP2クリップがインポート前にハードドライブへと転送済みだった場合には、P2カードに由来す 
　 る名前の個別のフォルダへ格納されています。これらのクリップを認識するには、ボリューム/パス 
　 ポップアップウィンドウの次のプラス（＋）マークをクリックしてOpenウィンドウを表示し、手作業で 
　 目的の素材を探し出します。 

P2素材をこのウィンドウで確認するとき、各クリップがContentsフォルダ内の個別フォルダーに整
理されていることに気付くでしょう。もしも素材がハードドライブへと転送されている場合には、

Contentsフォルダは撮影した素材の名前に似た別のフォルダ内に格納されています。上の図で
は、ContentsフォルダはP2 Studio HDフォルダ内にあり、これはP2カードから転送されたもの
です。

メモ：ラップトップのPCスロット内のP2カードやHVX200カメラから、直接インポートする場合に
は、P2カードアイコンが表示され、その中にContentsフォルダはあります。 
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	6 P2素材をハードドライブにインポートするには、目的のP2クリップを格納しているContents 
　 フォルダを選択します。

  メモ：Contentｓの親フォルダを選択しても同様の結果が得られます。

 7 インポートPanasonic P2ウィンドウ内で、インポートしたいクリップをクリックして選択します。 
　 Shiftキーを押しながらクリックや、Commandキーを押しながらクリックすることで、選択を修正 
　したり制限することができます。 

 8 インポートボタンをクリックして選択あるいはハイライトしたクリップをFinal Cut Proにインポート 
　します。すべてインポートボタンをクリックすると、そのボリュームまたは場所にあるすべてのP2ク 
　リップをインポートすることができます。

インポートの処理中、Final Cut Proブラウザにインポート中の各クリップが表示されます。クリッ
プはカード上の順番どおりにインポートされます。

一旦クリップがFinal Cut Proへとインポートされると、各クリップを、実際の素材の内容に合わせ
てリネームすることができます。

ヒント：カードを取り出したり、FireWireケーブル
を抜いたりする前に、P2カードやカメラのハードド
ライブアイコンをイジェクトすることを忘れないよ

うにしましょう。
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P2素材用のログ＆キャプチャの使用

P2素材の使用におけるもう１つのアプローチは、P2カードあるいはMiniDVテープからキャプチャ
する方法です。P2カードからキャプチャする場合には、VTRテープと全く同様に素材を再生すること
ができます。

 1 カメラの電源をオフして、FireWireケーブルでコンピュータとカメラが接続されていることを確認 
　する。

 2 P2カードからキャプチャする場合、カメラ背面のメディアスイッチがP2になっていることを確認す 
　る。カメラにセットされたMiniDVからキャプチャする場合は、スイッチがテープになっていることを 
　確認する。 

 3 カメラの電源をオンにして、モードボタンを押してMCR/VCRモードに切り替える。P2カードモードで 
　は、カメラビューアに素材クリップのサムネイルが表示される。

  メモ：カメラはストリーミングモード（VCR communication MCR/VCR）あるいはディスクモード 
　（PC/Dub）のどちらでも使用できますが、両方同時には利用できません。

 4 Final Cut Proを起動し、キャプチャしようとする素材に合わせて適切なイージーセットアップ 
　を選択し、ログ＆キャプチャウィンドウを開く。

 5 テープからキャプチャする場合には、以下の手順に従う：

• テープを再生し、キャプチャしたい個所を頭出しする。

• 通常通り、任意のキャプチャオプションでキャプチャを行う。

 6 P2カードからキャプチャする場合には以下の手順に従う：

• カメラを用いて、確認あるいはキャプチャを開始したい個所のサムネイルを探し出す。

• Audio Dub/Thumbnailボタンを押すか、再生ボタンを押して、サムネイル画面から切り替え、ク
リップを再生状態にする。

• Final Cut Proで、ログ＆キャプチャのプレビューエリアで再生ボタンを押し、素材を確認する。再生
中はJ-K-Lキーを使って素材の再生を操作することができる。

• キャプチャする範囲を指定したら、「今すぐ取り込み」あるいは「クリップ取り込み」、「バッチ取り
込み」を実行することができる。

メモ：P2クリップをまたいで、キャプチャは継続します。しかしながら、P2カードから素材と共に取
り込まれるタイムコードは不連続になり、キャプチャされたクリップはFinal Cut Pro上での再生時
間が不正確になります。Capture Nowを使用する場合、素材がP2カードの最後までいかないよう
に気をつけてください。フレーム落ちが発生した場合にはFinal Cut Proはキャプチャを中断し、
ファイルは保存されません。最終フレームに到達する前にキャプチャが終了するように気をつけて
ください。

• カード内の異なるクリップをキャプチャするには、Final Cut Proのログ＆キャプチャウィンドウで
Stopを2回押すか、カメラのストップボタンを押します。カメラのビューアにサムネイルビューが表示
され、別のクリップや場所を探し出すことができます。

ヒント：カメラのVCRコントロールを用いて
素材を再生操作することも可能です。カメラ

をサムネイル表示から切り替えて、P2カード
をテープ同様に使用するには、Audio Dub/
Thumbnailボタンを押します。
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イージーセットアップの選択

HVX200には21種類の撮影モードがあります。次の図は、HVX200を使ってP2カードに録画でき
るほぼすべてのフォーマットのサンプルクリップを表示しています。各クリップはその撮影モードに
基づいて名づけられています。ブラウザの各列の情報を見ると、Vidレート（FPS）などの各クリップ
の属性を確認することができます。

メモ：DVCPRO HDのイージーセットアップでは、8チャンネルの音声をサポートしていますが、
HVX200が記録できるのは4チャンネルです。ディスク容量を節約するために、ログ＆キャプチャのプ
ロセス中、クリップ設定タブから、使用しないトラックを手動で非選択に設定することができます。

これまでと同様に、Final Cut Proのキーは素材に適合する同一設定のシーケンスの作成に用いる
ことができます。このプロセスはイージーセットアップ全体に共通です。HVX200は、DV、
DVCPRO、DVCPRO 50、DVCPRO HDなどの既存のPanasonicのコーデックを用いるので、新
しいコーデックは不要です。Final Cut Proは、これらのコーデックをすべてサポートしており、それ
ぞれに対応するイージーセットアップのオプションを提供しています。各撮影モードに対して最適な
イージーセットアップのオプションを選択することができます。

イージーセットアップのオプションの設定方法：

 1 Final Cut Pro＞イージーセットアップを選択。あるいはControl-Qを押す。

 2 右上の角にあるShow All checkboxをクリック。

 3 Setup Forポップアップメニューを選択し、撮影モードに適したイージーセットアップオプションを設 
　定する。
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推奨するイージーセットアップ

すべてのフォーマットはNTSCです（PALは2006年春より利用可能予定）。

撮影フォーマット	 イージーセットアップ

480i DV DV-NTSC

480i DVCPRO DV50

480i DVCPRO 50 DV50

480i 60/480p 30 DV-NTSCまたはDV50-NTSC

480p 24 DV-NTSC 24p (23.98)またはDV50 NTSC 24p (23.98)

480pa 24 DV-NTSC 24p (23.98) アドバンスドプルダウン  
 またはDV50 NTSC 24p (23.98) アドバンスドプルダウン

720p 60 DVCPRO HD̶720p60

720p 30 DVCPRO HD̶720p30

720p 24 DVCPRO HD̶720p24 

720pn 24  DVCPRO HD̶720p24

720pn 30 DVCPRO HD̶720p30

720p [x] (variable) DVCPRO HD̶任意のもの

720pn [x] (variable) 720p24または720p30。PNレートに依存

1080i 60  DVCPRO HD̶1080i60

1080i 30p DVCPRO HD̶1080i60*

1080pa 24 現時点では非サポート

1080p 24 現時点では非サポート

 *要プリセット設定。シーケンスプリセットを編集し、優先フィールドを「なし」に変更。

P2素材の編集

P2クリップをFinal Cut Proプロジェクトにインポートまたはキャプチャし、適切なイージーセット
アップオプションを選択すればシーケンスを作成する準備は完了。即座に編集を開始することがで
きます。他のクリップと全く同様に、P2クリップを開き、マークをつけて編集することが可能ですが、
いくつか考慮しておくべき相違点があります。

• 4チャンネル音声	
4チャンネルの音声を伴ってキャプチャされたクリップは、モノラルまたはステレオの複数トラックで
取り込まれます。

HVX200が記録できる音声は、4チャンネルまでですが、Final Cut ProにおけるDVCPRO HDの
イージーセットアップは8チャンネルとなっていますので、ディスク容量を節約するためには、手動で
使わないトラックを非選択にする必要があります。

•	2つのカードに渡って記録されたイベント
収録時に、P2カードが一杯になって、カメラが2枚目のカードへと切り替えて記録を続けた場合、
Final Cut Proは、これら2つを自動的につなげることはしません。手動で一つのクリップへとまと
める必要があります。

この場合、タイムコードは最初のカードの最後から2枚目のカードの最初へと連続しています。つま
り、2番目のクリップの最初のフレーム番号は、最初のカードクリップの最後のタイムコードの次の
番号から始まることになります。
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• 可変スピードでの記録作業
可変スピードで撮影した場合には、720p 60や720p 30で時間の経過を変更することができます。
レコーディングセットアップのメニューから、Rec Functionをインターバルに切り替えることがで
き、インターバルタイムを2フレームから10分の間で選択することができます。これにより、最大10
分に1フレームの間隔で記録して、時間の流れの異なる素材を作成することが可能になります。これ
らのクリップは、Final Cut ProへとキャプチャまたはP2クリップとしてインポートすることができ
ます。

P2プロジェクトの出力

編集を終えたら、Final Cut Proからビデオにプリントオプションを用いて出力することができます。
単一のシーケンスを収録時間と元のフォーマットに依存して、カメラにセットされたP2カードを録
画デバイスとして出力することが可能です。カメラにセットしたMiniDVテープを用いて、DVシーケ
ンスを出力することも、720あるいは1080のクリップをダウンコンバートすることも可能です。その
他のオプションでは、それに適したデッキが必要となります。

HDシーケンスからタイムコードの埋め込まれたP2を出力する方法：

 1 Final Cut Proにおいて、通常通りに出力するシーケンスを準備する。

 2 カメラメニューで、シーケンスに合ったHDフォーマットを選択する。

 3 カメラをP2 MCRモードに切り替え、FireWire経由でコンピュータと接続する。

 4 カメラのMCRメニューで、1394 TC REGENと1394 UB REGENがオンになっていることを確認 
　する。

	5 ファイル＞ビデオにプリントから適切なものを選択します。ここでは手動でカメラを録画スタートさ 
　せる必要がありますので、Final Cut Proのビデオにプリントダイアログボックスに含まれている 
　リーダー素材を使用することをお勧めします。「自動で録画をスタート」のチェックボックスには 
　チェックを入れないよう注意してください。

テープへと出力する方法：

 1 Final Cut Proにおいて、通常通りに出力するシーケンスを準備する。

 2 カメラをテープモードに切り替え、FireWire経由でコンピュータと接続する。 

 3 ファイル＞ビデオにプリントから適切なものを選択します。シーケンスの再生をスタートしてから、 
　カメラを録画スタートさせる必要があります。

メモ：撮影と編集を24pで行った場合には、DVD Studio Proを用いて、高解像度フォーマットを
維持してDVDを出力することもできます。
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ワークフローのヒント

新しいテクノロジーを使いこなすにあたっては様々なヒントやコツがあり、事例ごとのケーススタ
ディは新しい機材の活用に大きく役立ちます。プロジェクトの開始前に以下のヒントに目を通してお
くとよいでしょう。

• Final Cut Proの現バージョンでは、インジェストしようとして発生するエラーに対して単一の標準
エラーメッセージが表示されます。

• P2カードからDVテープへのダウンコンバートをカメラ内でリアルタイムに実行可能です。また、この
プロセスではタイムコードは保持されます。

• P2カードを用いて720pの可変フレームレートで撮影し、それをDVテープへとダウンコンバートする
ことができます。

よくある質問

Final	Cut	Proは素材をどのようなプロトコルで取り扱うのですか？
Final Cut Proは、SMTPE標準のMXF（material exchange format）を使用します。

Final	Cut	ProでP2ファイルを再コーディングすることは可能ですか？
いいえ。Final Cut Proは、クリップをQuickTimeでラップ、アンラップするだけで、再コーディン
グはしません。

Final	Cut	Proはイメージプロキシーに対応していますか？
現時点では対応していません。

外部FireWireドライブを使って、P2カードから素材を転送またはインジェストすることはできま
すか？
外部FireWireドライブを使用することができます。 

P2クリップに書き込まれた音声メモをFinal	Cut	Proから読み出すことは可能ですか？
現時点では対応していません。ただし、手動でWAVファイルを取り込んで、クリップにつなげること
は可能です。
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